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福
寺

川
西
市
笹
部
二
丁
目
十
六
ー
十
六

電
話

七
九
四
ー
０
一
八
九

光
寿
無
量

令
和
六
年
度

御
門
徒
の
皆
様
に
は
益
々
御
清
栄
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ

＊

護
寺
会
費
の
お
願
い

＊

ま
す
。
昨
年
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
て
有
り
難
う
御
座
い

ま
し
た
。
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

拙
寺
で
は
、
宗
教
活
動
の
維
持
・
施
設
管
理
の
為
に
御
門
徒

の
皆
様
か
ら
年
間
五
千
円
の
護
寺
会
費
を
納
入
し
て
頂
い
て

＊
年
忌
法
要
の
お
知
ら
せ
＊

お
り
ま
す
。
会
費
は
光
福
寺
役
員
、
役
員
会
議
に
依
っ
て
管

理
運
営
さ
れ
ま
す
。
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

一
周
忌

令
和

五
年
亡

す
。

詳
し
く
は
住
職
に
お
尋
ね
下
さ
い
ま
せ
。

三
回
忌

令
和

四
年
亡

七
回
忌

平
成

三
十
年
亡

【
聞
法
へ
の
お
誘
い
】

も
ん
ぽ
う

十
三
回
忌

平
成
二
十
四
年
亡

真
宗
門
徒
が
朝
晩
に
お
勤
め
す
る
正
信
偈
の
お
勤
め
を
唱

十
七
回
忌

平
成

二
十
年
亡

和
さ
せ
て
頂
い
た
り
、
親
鸞
聖
人
が
伝
え
て
下
さ
っ
た
お
念

二
十
五
回
忌

平
成

十
二
年
亡

仏
の
い
わ
れ
を
訪
ね
ま
す
。
お
念
珠
を
持
っ
て
気
軽
に
覗
い

三
十
三
回
忌

平
成

四
年
亡

て
下
さ
い
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

三
十
七
回
忌

昭
和
六
十
三
年
亡

五
十
回
忌

昭
和

五
十
年
亡

【
涅
槃
堂

永
代
経
納
骨
】

ね

は

ん

ど

う

百
回
忌

大
正

十
四
年
亡

涅
槃
堂
（
永
代
経
納
骨
堂
）
の
永
代
経
納
骨
は
、
毎
日
堂
内

百
五
十
回
忌

明
治

八
年
亡

で
読
経
が
勤
ま
り
、
お
念
仏
の
声
、
華
や
香
が
絶
え
ま
せ
ん
の

二
百
回
忌

文
政

八
年
亡

で
、
墓
じ
ま
い
や
、
将
来
的
に
お
墓
を
も
て
な
か
っ
た
り
、
維
持

が
で
き
ず
に
悩
ん
で
お
ら
れ
た
御
門
徒
方
に
御
安
心
頂
い
て
お
り

＊
以
上
の
御
先
祖
の
方
が
年
忌
法
要
に
あ
た
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
す
。
詳
細
は
お
尋
ね
下
さ
い
。
ご
見
学
受
付
中
。

過
去
帳
を
御
確
認
の
う
え
、
早
め
に
法
要
日
を
お
知
ら
せ
下

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

さ
い
ま
せ
。
尚
、
法
要
日
の
数
日
前
に
は
、
確
認
の
お
電
話

を
頂
き
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
お
詫
び
《
今
年
度
カ
レ
ン
ダ
ー
に
乱
丁
が
発
生
し
て
お
り
ま
し

た
。
六
月
の
三
十
一
日
の
消
去
を
お
願
い
致
し
ま
す
》

◆
法
話
会
◆
一
月

十
九

日
（
金
）

一
時
ー
三
時
迄

勤
行

法
話

二
月

十
九

日
（
月
）

御
自
由
に
お
参
り
く
だ
さ
い
ま
せ

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

光
福
寺
年
間
行
事
予
定

春
の
参
拝
旅
行

本
年
度
も
仏
法
行
事
を
通
し
て
皆
様
と
共
に
歩
ま
さ
せ
て
頂

『
蓮
如
上
人
ゆ
か
り
の
山
科
別
院
、
六
波
羅
蜜
寺
に
空
也
上

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

御
門
徒
の
皆
様
の
御
参
加
を

人
、
二
尊
院
に
法
然
上
人
を
訪
ね
ま
す
』

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
蓮
如
上
人
が
お
建
て
に
な
っ
た
山
科
本
願
寺
跡
に
立

つ
長
福
寺
（
山
科
別
院
）
に
お
参
り
致
し
ま
す
。
次
に
東
山
区
に

＊
修
正
会

一
月

一
日
（
元
旦
）

あ
る
六
波
羅
蜜
寺
に
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
口
で
称
え
る
称
名

午
前
九
時
よ
り
正
午
迄

念
仏
（
口
称
念
仏
）
を
日
本
に
お
い
て
記
録
上
初
め
て
実
践
し
た

と
さ
れ
、
日
本
に
お
け
る
浄
土
教
・
念
仏
信
仰
の
先
駆
者
と
さ
れ

＊
報
恩
講
法
要

四
月

六
日
（
土
）

る
空
也
上
人
を
訪
ね
ま
す
。
京
都
東
急
ホ
テ
ル
に
て
昼
食
の
後
、

午
後
一
時
半
ー
午
後
四
時
迄

京
都
嵯
峨
に
あ
る
法
然
上
人
ゆ
か
り
の
二
尊
院
に
阿
弥
陀
さ
ま
と

お
斎
の
御
接
待
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

お
釈
迦
様
の
二
尊
に
参
拝
し
ま
す
。
参
拝
後
は
周
辺
の
お
店
等
を

散
策
し
て
頂
き
ま
す
。
今
年
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
が
、

＊
法
話
会

一
月

十
九
日
（
金
）

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

三
月
二
十

午
後
一
時
ー
午
後
三
時
迄

五
日
ま
で
に
郵
便
局
に
備
え
付
け
の
振
替
用
紙
の
通
信
欄
に
住
所

・
氏
名

電
話
番
号
（
複
数
で
も
同
じ
）
旅
行
代
金
と
書
い
て
、

＊
参
拝
旅
行

蓮
如
・
空
也
・
法
然
上
人
を
訪
ね
て

代
金
一
万
一
千
円
（
全
て
含
む
）
を
左
記
番
号
に
お
振
り
込
み
下

四
月

十
一
日
（
木
）

さ
い
。
報
恩
講
法
要
の
際
に
住
職
に
直
接
お
渡
し
下
さ
っ
て
も
結

構
で
す
。
旅
行
日
直
前
に
決
定
頂
い
た
方
は
、
電
話
に
て
お
申
込

＊
永
代
経
法
要

十
月

二
十
六
日
（
土
）

下
さ
い
。

午
後
一
時
半
ー
午
後
四
時
迄

（
真
宗
大
谷
派
光
福
寺

〇
一
一
三
〇
ー
一
ー
三
四
四
二
二
）

お
斎
の
御
接
待
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

集
合
は
山
下
駅
前
、
七
時
四
十
五
分
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
時
間

に
遅
れ
な
い
よ
う
お
越
し
下
さ
い
ま
せ
。

＊
お
盆
の
お
参
り
に
つ
い
て
＊

日
時
／
四
月
十
一
日

（
木
）
山
下
駅

八
時

出
発

八
月
の
お
盆
参
り
は
、
初
盆
の
方
は
ゆ
っ
く
り
と
お
参
り
さ

山
下
駅

十
八
時

帰
着

せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
七
月
後
半
か
ら
八
月
前
半
に

お
友
達
等
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
下
さ
い
。
尚
詳
し
い
事
は

ご
予
定
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

住
職
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。


